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　筆者がメキシコのビジネスグループの研究を始めたのは，今からおよそ四

半世紀前，対外債務累積問題のために，メキシコ経済が混乱の真直中にあっ

た時期である。今ほど企業の情報開示が進んでいなかったため，どの企業が

どういうグループを形成しているのか，重要なビジネスグループはどれなの

か，誰がグループを支配しているのか，などなど，基本的な事実関係を知る

ために，かなりの手間ひまを要する作業をしなければならなかった。

　そんな作業のなかに，上場企業の取締役の兼任状況の調査というのがあっ

た。メキシコ証券取引所の年鑑に記載された全上場企業の取締役名簿をコン

ピュータに打ち込み，並べ替えて取締役を介した企業の繋がりを知ろうとい

う作業である。その作業で頻繁に出てきたのが，インブルサという会社と社

長のカルロス・スリムという名前である。先行研究にも，人名録にもない，

初めて聞く名前であった。そうこうするうちに，スリムの名前が新聞や雑誌

に企業の乗っ取り屋としてしばしば登場するようになった。経営難の企業を

安く買いたたき高く売る「ハゲタカ」扱いの書きぶりであった。1990年代に

入るとメキシコ経済は少し落ち着きを取り戻し，そのなかで公企業民営化が

実施された。民営化の花といわれたメキシコ電話公社（テレフォノス・デ・

メヒコ）を落札したのが，スリムであった。2000年代に入ると，スリムのグ

ループは中南米諸国の電信電話事業へ企業買収により進出を開始した。その

頃から米国の経済誌『フォーブス』の「世界の大富豪ランキング」にスリム

の名前が登場するようになる。そして2010年にとうとう，このランキングで

スリムは世界第 1位の大富豪の座に就いた。この四半世紀のメキシコ経済と

ビジネスグループの変化は，無名の企業家を世界第 1位の大富豪に押し上げ

るほどダイナミックなものであった。
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　本書が題材とするのは，スリムの台頭に象徴される，この四半世紀にメキ

シコ経済とビジネスグループが経験した大規模な地殻変動の実態である。

　本書は，直接的には平成21年度に筆者がアジア経済研究所で実施した，

「21世紀のファミリービジネス―メキシコの事例―」研究会の成果であ

る。しかし本書が形になるまでには，筆者がこれまでに参加してきた研究所

における数々の研究会での議論の積み重ねがあった。主なものをあげれば，

「発展途上国のビジネスグループ」研究会（1990～1991年），「発展途上国の企

業とグローバリゼーション」研究会（2000～2001年），「ファミリービジネス

の経営と革新―アジアとラテンアメリカの比較―」研究会（2002～2003年），

「発展途上国のファミリービジネス」研究会（2004年）となる。これらの研

究会に参加された委員や講師の方々，とくに，最初のビジネスグループの研

究会で主査をつとめられた小池賢治氏， 2つのファミリービジネスの研究会

で終始議論のリード役となり主査役の筆者を支えて下さった末廣昭氏に，こ

の場を借りて深くお礼申し上げたい。また本書の出版にあたっては， 4名の

匿名の査読者の方々から数多くの貴重なコメントをいただいた。あわせて，

心より感謝を申しあげたい。
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